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●総会のご案内 

 

日時 2013 年 11 月 25 日（月）午後 6 時から 

場所 国際サーカス村協会 東京事務局 

        ℡03-3403-0561 

        メール k-nishida@accircus.com 

    議題 平成 12 年度事業報告・会計報告（別紙ご参照） 

      平成 13 年度事業計画（下記ご参照） 

      ＊同封葉書にてご出欠をご連絡ください。 

 

 

●会費納入のお願い 

 サーカス村協会は、10 月より平成 25 年度となります。つきましては、同封郵便振替用紙にて、年会

費 5,000 円のご納入をお願いいたします。 

 

●平成 24 年度 事業報告書 

1 事業実施の成果 

当協会の運営するサーカス学校は放射能汚染の影響により半年間休校した影響は大きく、現在にいたる

も生徒数は 6 名と少なく、その運営は非常に厳しいものであった。 

そんななか、今期の最大の成果は、岐阜県恵那市で行ったワークショップであろう。6 月 23 日から一

週間、その間のべ 30 人の参加者数を数え、大盛況であった。大道芸、クラウン芸などを仕事にしてい

る人々、また学びたい人々の、身体をつくりたい、新しい技を覚えたいというニーズが相当に多いこと

を、今回のワークショップではっきりと知ることができた。しかしそのニーズに対応した指導、また場

の確保が不十分であり、また、そうしたニーズを持っている人々が、サーカス学校に入学するには、時

間と資金がないということも理解しなければならなかった。 

前期後期には、事務局長の関口渉が定年になったのを機会に、サーカス村協会の専任となる。おかげで

学区の日常業務がよりスムーズに進むようになった。 

 

2 平成 25年度 事業計画 

今年度前期は、サーカス学校生徒の技術力アップを中心の学校活動を行うとともに、後期に予定してい

る“サーカスはリヤカーに乗って”の実施に向けて、さまざまなことを準備したいと考えている。 
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生徒の技術力アップは、地元で依頼されるイベントなどに対応するためにも不可欠で、現在、卒業生に

頼っている部分を、なんとか在校生で行えるようにしたいと考えている。 

また、“サーカスはリヤカーに乗って”は、東日本大震災 3 年目にあたる平成 26 年 3 月 11 日に足尾か

らスタートし、いまだ放射能汚染に影響されているサーカス学校の現状報告と今後のサーカス村協会を

アピールしつつ、サーカス、大道芸の原点を学び直すコンセプトのもとに、西に下り、一年以上かけて

沖縄までの旅公演を試みるものである。とりあえずは、サーカス学校卒業生と参加希望のパフォーマー

で公演していくが、行く先々で、さまざまなパフォーマーとのコラボレーションができればと考えてい

る。またこの旅と今期のワークショップとの連動も考えたいと思う。 

こうした事業を行おうとする背景には、現在のままでは、サーカス学校の運営がより厳しくなると予測

できる一方、こうした現状を打開するには、より多くの人々に、サーカス文化、大道芸文化をアピール

して行くことこそが、喫緊の課題と思われるからである。現在という時代が求めている文化創造を追求

する活動を見つけだし、その成果をサーカス学校にフィードバックしたいと考えている。 

＜収支報告などは、別紙にします＞ 

 

●沢入国際サーカス学校さすらいの旅第２弾 

 

“サーカスはリヤカーに乗って” 
村から町へ、街から村へ、サーカス技・大道芸を乗せて一台のリヤカーがやってくる。 

2014 年 3 月 11 日。再び、ぼくらの旅がはじまる。 

 

2012 年４，5 月。ご存知のとおり、卒業生の田中健太、高村篤君両名と、道化師・ふくろこうじ氏

の参加を得て、ぼくらは静岡から関西、山口を経て九州、四国をまわる旅に出ました。 

この旅の目的は、福島第一原発から 170 キロも離れているサーカス学校のある地域さえ、放射能に汚

染されるという原発事故の恐ろしさを、より多くの人々に伝えるとともに、放射能汚染のために一時的

に休校の道を選んだサーカス学校の活動、これまでの成果の一端を見てもらうことでした。そして昨年

７月、校庭の盛土、排水溝の除染などを行ったにもかかわらず、現在に至っても、なお放射能線量が高

い場所がある以上、ぼくらはその事実を伝えていかなければならないと思い、再び、旅に出る決心をし

ました。 

 

◆旅のはじまりは足尾から 

原発事故は前代未聞の大公害です。いま、海に垂れ流しになっている汚染された地下水ひとつとっ

てみても、どれだけの海洋を放射能によって汚染することになるのでしょうか。これはまさしく地球

規模の大公害であり、これまでのさまざまな公害から、この国は何も学んでこなかったと思わざるを

えません。そのように考えたとき、これまでの公害について学び直さなければならないと痛切に感じ

ざるをえません。 

サーカス学校のある群馬県みどり市の隣町は、亜硫酸ガスによって周囲の山々をハゲ山にし、鉱毒を

流し渡良瀬川を汚し、さらに、現在の群馬県、栃木県、埼玉県の広域の田畑に鉱毒被害をもたらした足
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尾銅山が操業していた、栃木県日光市足尾町です。そこで、日本の公害の原点ともいえる足尾からぼく

らの旅をスタートさせ、原発、原発事故、さまざまな公害、米軍基地問題などなどについて考えていき

たいと考えています。 

 

◆足尾から沖縄までを目指して 

足尾からスタートさせる旅は、サーカス学校のあるみどり市沢入、花輪などを経て、桐生市へ。そし

て、渡良瀬川下流へと旅をし、田中正造翁ゆかりの地を訪ね、渡良瀬遊水地周辺の市町村へ。さらに南

下し、原発のある各地、公害被害の各地を巡り、沖縄へ。そしてとりあえずの目標として、米軍の演習

場、ヘリパットが居座っている東村（ひがしそん）高江区まで足を延ばせればと思っています。 

 

◆リヤカーを引く、芸を披露する、演奏する、演じる仲間よ、集まれ 

この旅は、行く先々で多くの人々とのコラボレーションを望んでいます。そして村から町へ、街から村

へ移動するとき、一緒になってリヤカーを引き、さまざまな声をあげる仲間に参加してほしいと思いま

す。時には車にリヤカーを乗せて移動したり、サーカス村にもどり、ある地点から再出発ということに

なると思いますが、またお声がかかれば、そこへ直行ということも考えています。ということで、わが

村、わが町に来いという方は、サーカス村にご連絡ください。 

 

 

◆ドキュメンタリスト、参加募集 

この僕らの旅を記録してくれる方を募集。 

といっても制作費はナシ。さらに行く先々で

記録してくださる方が異なると思われます

ので、僕らと一緒に旅をし、記録したものを

共有していただける方の参加を希望します。 

 

 

 

 

 

 

◆スタート時のメンバー 

げんきいいぞう（ミュージシャン）（2014 年 3 月） 

    ＊ 

田中健太（ローラーバランス、シガーボックス） 

高村篤（ジャグラー） 

高橋七奈（クラウン） 

西田敬一（サーカス学校校長） 

( * メンバーは、行く先々で変わるものと思われます)  
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●カンボジアサーカス公演 報告記 

安部保範 

 

8 31 9 5 PPS

 

5 PPS  

9 2 3 2

KHMER METAL  

 

 

9

 

PPS

 



5 

 

2007

 

PPS

自主性を重んじ、自ら考えさせて実践させている

のではないのでしょうか。のびのびと演技する彼

らを見てそんなことを感じました。 

3

3 4

 

PPS

 

それにしてもサーカスには何でも

飲み込んでしまう懐の広さと寛容さがあると、改めて思

い知りました。いいです、やっぱりサーカスって！ 

 

 

PPS  

NGO Phare Ponleu Selpak PPS

PPS

 

http://ww w.accircus.com/blog_column/cambodia/ 
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● カンボジアの Phare Ponleu Selpak を訪ねて 

ӱˋ 

8 月 4 日から 9 日まで、ACC の大野洋子さんと一緒にカンボジア、バッタンバン州にある NGO 組織、

Phare Ponleu Selpak（ファーポンルーセルパック、以降 PPS）を訪ねた。今年の 9 月からリトルワー

ルドで公演している「カンボジアサーカス」の作品リハーサルに立ち会うこと、宣材用の写真を撮るこ

とが主な目的である。過去 PPS の日本公演は各地で何度も行なわれ、現場を共にした事はあったけれ

ど、カンボジアの PPS の本拠地を訪れるのは、僕にとっては今回が初めてだ。8 月 4 日（日）13:55 成

田発の大韓航空でソウルへ行き、ソウルからカンボジア第二の都市、シェリムアップへ向かう。東アジ

ア最大のターミナル空港であるインチョンは、大抵の店で簡単な日本語が通じるし店員の愛想も良い。

空港のどこでもフリーの wifi が使えることにも驚く。シェムリアップ空港では飛行機のタラップを降

りてからは、飛行場を歩いて空港ビルに向かう。パスポートコントロールを超えて荷物を手に空港を出

ると、PPS のスタッフが空港まで迎えに来てくれて、私達をホテルまでタクシーで運んでくれた。PPS

は現在シェリムアップの中心地にテントを張って、毎晩公演を行っているという。 

 8 月 5 日（月）PPS が手配をしてくれたタクシーでバッタンバンへ 8 時に出発。バッタンバンまでの

タクシー代は事前の交渉で 35 ドル。トヨタ・カムリのプロパンタクシーは田園地帯を 100km/h オーバ

ーでぶっ飛ばし、運転手さんは、隙あらば対向車線にはみ出して追い越しをねらう。彼が頻繁に鳴らす

クラクションは他の車に「どけ」と叫んでいるのではなく「俺はここにいる」を主張するクラクション

だ。田園風景の道すがら、繰り返し目に入るのが、3〜4 人で相乗りしているスクーター、大量の荷物

と人と乗せたリヤカーを引くバイク、そして 15〜20 人くらいの老若男女を荷台に溢れんばかりに載せ、

ゆっくりと人を運ぶピックアップトラック、各家庭を廻る橙色の僧衣を着た托鉢の少年僧たち。ゆっく

りとたくましく生きる人々。 

 タクシーが 11:00 頃にバッタンバンに着いて、まず

は PPS へ。夕方からトルワールド用の公演リハーサル

を見る予定だったので、挨拶だけしてホテルへ行く予

定だったが、サーカス学校の校長のコン・デットと、

PPS のスタッフさんと挨拶を交わした後、結局、すぐ

にリハーサルを見ることになった。PPS 施設の一番奥

にある 200 人くらい収容できるサーカステントに足を

運ぶと、昨年新潟の大地の芸術祭で公演した作品『ソ

カ』のメンバーがリハの準備をしていた。彼らのほと

んどが、今回の作品にでるメンバーでもある。最初のリハーサルでみせてもらったのは、今回のリトル

ワールド公演用に創作した、カンボジアの伝統舞踊や衣装等を全面に出した演出バーションのショウだ。

まだ製作途中なので、テンポや表現の固さ、公演時間などに課題が残るものの、サーカスとクメール文

化が巧く混ざり合ったショウだった。カンボジアの午後は暑いのであまりリハーサルを長く出来ないの

で、夕方まで一度ホテルにもどることにする。明日の日中に行なう予定だった写真撮影はメンバーの都

合上、今晩 19:30 からの PPS 第六世代の公演が終わった後、リトルワールドに提案するもう一つのバ

ージョンの公演を見終わってから、22:00 頃からスタートすることになった。夜の撮影と聞いて、デジ

カメ一台でちゃんと写真を撮ることが出来る光量が、十分に得られるのだろうか、とカメラの素人なり

に不安が頭をかすめる。ホテルに戻るとリトルワールドで通訳をしてもらうリナさんが既にプノンペン
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からホテルに到着していて、私達を待っていた。自己紹介をした後、バッタンバンの街へ昼を食べに行

く。東南アジアの料理はパクチー好きの僕には堪らない料理だ。レストランやホテル、バッタンバンの

小さな繁華街ではバカンス中の西洋人を良く見かける。それでもバッタンバンは、観光地化されていな

い、のんびりとした街だ。近中距離の移動は、100cc 前後のスクーターで 4 人乗りの荷台を引っ張るト

ゥクトゥクを利用する。燃費も良いし小回りも利くし、都内で走らせたら便利だろうな、とトゥクトゥ

クに乗って風を感じる度に思う。金額は毎回なんとなく交渉で決めるが、シェムリアップの中心地とち

がって、バッタンバンでは外国人相手でも激しく金額をふっかけてくる印象はなかった。 

 夕方 PPS に行き 19:30 から PPS のテントで第六世代のショウ『Bat Kang Khniom』を見る。この

ショウは一般の観客向けの定期公演で、観光客（ほとんどがフランス語圏）や、PPS に通う地元の子ど

もやその親たちで、客席は膨れ上がった。民族楽器とアクロバットが組み合わさった PPS のサーカス

独特の疾走感で、技が決まるごとに熱狂的な歓声がテント内に響き渡る。濃密な空間。スタンディング

オベーションと共にカーテンコールが何度も繰り返

された。一般のお客さんがはけた後、21:00 頃からも

うひとつ、リトルワールドへの提案を予定している、

現代のカンボジアの若者たちを捉えた演出バージョ

ンのリハーサル公演をみた。こちらは以前から出来上

がっていた作品なので完成度も高く、リズムもテンポ

も素晴らしかった。22:00 頃から宣材用写真撮影開始。

テント内が暗いので照明を全開にしてもらうものの、

そんなに照明機材があるわけではないので、撮影はと

てもしんどかった。暗いのでちょっとしたことでも画像がぼやけてしまう。汗まみれになりながら、写

真撮影は 24:00 頃になんとか終了。デッドに深夜まで営業しているレストランまで送ってもらい、品切

れが多いメニューの中、カエル炒め物を選んで食べた。 

 8 月 6 日（火）午前中、PPS でミーティングをした後、撮影した写真データをリトルワールドに届け

るために、ファイル転送サービスにアップロードを試みるも、ホテルの wifi の上り回線が極端に遅い

ので、3 時間かかっても全部は送りきれない。午後のリハーサルに合わせて PPS へ行き、昨日の日中

に撮りきれなかったカンボジア民族衣装での演出バージョン 4 演目の写真を撮影し、それをまた PPS

の wifi で送信作業を試みる。ここでも上り回線が遅く、PPS が夜に閉まるまでに全部を送ることはで

きなかった。ホテルでパソコンをオンラインでアップロードしつづけた状態で夕食を食べに街へ出て、

屋台で念願だった昆虫食（イナゴとタガメ）と、孵化しかけて雛の身体が出来上がりつつあるアヒルの

卵「ポンティアコン」を食べる。24 時頃に部屋に戻って、引き続き送信作業。他の利用者が寝静まっ

た 1 時を過ぎて、やっと wifi の上り回線のスピードが

早くなった。 

 8 月 7 日（水）午前中は PPS で出演者の顔写真の撮

影し送信作業をしたのち、プノンペンに帰るリナさん

やデットや PPS のスタッフとも一時別れの挨拶。その

後 PPS の古くからのスタッフ、ジャン・クリストフが

手配したカムリセダンのタクシーに、運転手の他に 5

人相乗りで乗り込み、シェリムアップに出発。行程の
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半分以上を、反対車線を逆走しながらぶっ飛ばす、往路をはるかに凌ぐ恐怖のドライブで、2 時間半で

私達はシェムリアップに着いてしまった。19:30 にジャン・クリストフとそのお姉さんと共にシェムリ

アップのテントで行なわれている、PPS の公演を見て、その後、シェムリアップの PPS で働く池内桃

子さんを交えて、カンボジア料理を食べに。シェムリアップの観光案内所など、至る所で PPS の公演

のポスターを見かけたのだが、集客はやはり簡単ではないらしい。カンボジアの文化とサーカスが混ざ

り合ったエンターテイメントに、観光客はきっと満足するだろうと思うのだけど、観客の大部分は外国

からの観光客なだけに、公演の情報を広め、見に来るきっかけを作る、というのは、相当大変なことの

ようだ。帰り際、屋台でカンボジアの蒸留酒「スラーソー」を試してみる。暑い国なのであまりカンボ

ジア人は強い酒は飲まないだろうと思っていたが、田舎の方ではまだ強い蒸留酒を飲むという。そして

強い酒は若者たちには人気がなく、徐々に衰退の兆しをみせている。こういうのは私が知る限りの国々

で共通した「社会問題」だ。米からつくった 25 度前後のスラーソーは日本の焼酎とそっくりな味だっ

た。 

 8 月 8 日（木）この日の帰国のフライトは夜遅くだったので、午前中からアンコールワット、アンコ

ールトムの遺跡観光へ行く。世界有数の観光地では、世界各国から訪れる観光客の振る舞いをみている

だけでも面白い。途中、アンコール遺跡のゾウのテラスという遺跡の向かいに「プラサット・スゥル・

プラット」という塔が何本もあり、昔、王がそこに綱を張らせて綱渡りをさせていた、という逸話を聞

いた。「これは見ないとね」ということで、張り切ってその塔に向かう途中、大野さんが子牛とぶつか

って小川に落ちてしまう、というハプニングが発生。軽い擦り傷だけですみ、幸い大事には至らなかっ

たものの、最終日、思わぬ所でアクシデントにみまわれてしまった。 

 リトルワールドでは 9 月 14 日から 11 月 24 日まで、「民話バージョン」「現代バージョン」2 つのバ

ージョンでカンボジアサーカスが公演しています。（http://www.littleworld.jp） 

 

 ●オペラ「セビリャの理髪師」（佐渡裕プロデュース）に参加して 

                                         ˮ  

サーカス学校の前期が終了して、長い夏休みに入り、その期間を利用してステージ出演の仕事に勤し

むことになったうちの一つがこのオペラの出演。この仕事の話はサーカス学校に通うようになって間も

なく舞い込んできたのですが、引き受けない手はないと思い即答で了承をしました。 

作品はなんとオペラ「セビリャの理髪師」、場所は兵庫県立芸術文化センターの大ホール。 

期間は7月1日から7月21日までの20日間。半分が稽古で半分が本番。私たち3人のパフォーマーが参

加した時期にはもうほぼ完成間近に迫っており、そこにジャグリングがどう介入するか、と言うのを考

えていく段階で、ぼくらの出番は序曲とフィナーレでした。 

稽古ではまず何ができるか、出来る道具でどんなことが出来るかと議論し、序曲ではカラーコーンを、

フィナーレでジャグリングをおこなうことになりました。なぜカラーコーン？かというと３人のうち一

人が、カラーコーンを使った演技でJJF（ジャグリングコンテスト）に参加して3位に入賞しており、

その時のノウハウを活かすことになったためです。 

どんな道具でジャグリングするか決まった後は、どう動くか知恵を出しあって演技を作っていきまし

た。演出家的には目の前のオーケストラピットに落とさないのと、ミスしない、大きな音を出さないと

いう条件を守れば、どう動いてもかまわないとのことでした。 
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そして役ですが、「プルチネルラ」 という役です。これは

コメディア・デラルテに登場するたくさんの召使の内の一つ

の役柄です。（コメディア・デラルテとはイタリアで生まれ

た、即興性のある仮面喜劇のこと）。性格は、見た目は中年

だけど中身はいたずら好きの５歳の子どものような性格で

す。私みたいなやつです！？ 

この役を演じるにあたりもちろん衣装とメイクをしなく

てはいけません。 

衣装はともかくメイクはあんまりやったことなかったので

すが、回数をこなしているうちに慣れて、ぱっぱとやれるようになりました。しかも顔上半分は仮面を

かぶるのでメイクは不要で、鼻から下だけのメイクです。 

   

こんな感じです。↑左：深河晃 右：石田亮祐  

メイク、衣装、道具の準備も合わせて、毎日 13 時に楽屋入りして 14 時にはいつでも出られるよう

に、スタンバイしました。（本番も同様にこの時間までにスタンバイしました） 

14 時から稽古ですが、稽古とはいえやはり初めての大きな舞台で、しかもオペラで要領も得ていな

いためかなり緊張していました。今思えば身構えすぎで、あたふたとしていました。 

音楽は最初は録音で流して、この曲のこことこことで一回技をとめてくださいね、という簡単な注意

事項を言われただけであとは自由という、簡単にいうと丸投げみたいな感じで指示が来た、と思ったら

もう合わせでした。 

え？え？っと思っているうちに進んで行き、気がついたら出番が終わり。「案外ざっくりしているな

ぁ」というのがこの時の心境でした。 

楽屋に戻ってから確認の繰り返し。きっかけはなんとなく分かるものの、音楽がまだ頭に入っていな

かったため、不安を感じずにはいられませんでしたね。 

音楽は制作の方に頼んで用意していただきました。音源を手に入れてからは確認と反復と技のチョイ

スをリハーサル室で行い、繰り返す作業を始めました。 

一番大切なことは落とさないことなので、必然的に技重視ではなくなります。技術重視のジャグラー

であればかなり頭を悩ませることだったかもしれませんが、3 人ともそのあたりの加減をおおむね心得

ていたので、作業はスムーズに行っていたかと思います。多分、、、。とはいえやはりジャグラーなので、

技を出したい欲はどうしてもありましたけどね。 

稽古期間中いろいろと試しましたが、万が一を考えるとやはり確実な技に集中することになりました。

実は、普段なら「抑えすぎかな？」というレベルの技を演じていても、正直、怖かった。落としたら本

当にアウトなので、ある程度のジャグリングの技の中でどう動くかを大事にすることを考えました。と
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はいえディアボロを高く飛ばすのはやっぱり怖かったですね（笑） 

目の前にはオーケストラピットがあり、プロの演奏家達が演奏をしていますから。落としたらタダでは

済みません。全公演、一度も落とさずに終えられることができ良かったと、しみじみと思いました。 

                ※ 

ところで、本番期間中、佐渡裕氏の挨拶があって序曲が鳴り響いて数分後、自分での出番の場面で、

舞台監督助手から、「どうぞ！」と言われて舞台袖より出ていったときは、大ホールの客席を埋め尽く

すお客さんの視線を感じて、稽古では感じれない緊張と楽しさがたまりませんでした。とにかく大げさ

に動き回っていたと思います（笑） 

出番にして 3 分ほど。序曲が終わって一息ついてあとはフィナーレまで待機。 

この間の時間が、実に約 2 時間。それまでは行動は自由ですが、メイクをしたままなので外に出るの

は難しかったです。ちなみに待機している間は控え室周辺をうろうろして他の出演者さんと話たり、同

じ助演のダンサーの方にバレエをレッスンしてもらったりと有意義にすごしていました。（こんなとこ

ろで教えてもらえるとはありがたい）。 

そして時間は過ぎていよいよフィナーレ。もっとも怖いところです。 

ジャグリングは細心の注意を払っていても、ミスるときはミスるので結構気が気でなかったです。無

事に全公演を終えましたが、すこしディアボロの糸への乗せ方が甘くなるところがあったりして、冷や

汗かいたこともあります。 

公演が始まってから 3 日後。上演終了後にオペラ関係者全員でパーティーに行くことになりました。

公演終了後では打ち上げは難しいだろうということでこのタイミングになったようですが、ここでもジ

ャグラーである私たちは自分たちの技を披露することになりました。 

トップバッターは私で、最初に挨拶と技の説明を

してから、ジャグリングを披露。基本的にオペラ

の方たちは体育会系ではないのかと思うほどノリ

の良い人たちだったので、ものすごく盛り上げて

くれました。 

2 番手の人はブルーハーツの曲で披露したので

すが、合唱団の人たちがバックコーラスつけたり

と、盛り上げ方が実に豪華でやっているこっちが

楽しくなりました。 

最後の彼は持ち前の美しい演技でおひねりまで

頂いて、パーティーに華を添えることができまし

た。 

千秋楽では 3 人ともなにかちょっと技を増やそうとか思っていましたが、やはり万が一を考えると怖

いので、ルーティン通りにやりとげ、紙吹雪と拍手が降り注ぐなか、盛大にカーテンコールを迎え、無

事に仕事が終了しました。とはいえ今思えばもう少し高く飛ばしても…。いや、やっぱりあれでよかっ

たですよね（笑） 

オペラ自体はこの後地方巡業のため引き続き行われましたが、ジャグリングはここまで。別れを惜し

みながらも、関わった人たちに労いと感謝の意をこめて別れを交わして劇場を後にしました。 
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今回の仕事はまたとない機会で、本当にここに関わる

ことができたこと嬉しく思いました。 

と同時に、私にその機会を与えてくれたジャグラーのこ

こあさんに感謝したく思います。 

一緒に出演した２人には遠く及ばないですが、このス

テージで自分のジャグリングをおこなうことができたの

は一生の誇りです。今度は一人でも立てるようにさらに

研鑽に励んで、必要とされる良きパフォーマーになれる

よう頑張って生きていきたいと思います。 

  

   

★木下大サーカス 

●静岡公演 公演期間 2013 年 11 月 22 日（金）～2014 年 2 月 12 日（水）   

●休演日；木曜日と 12/4（水）、12/31（火）、1/8（水）、1/29（水）。但し、1/2（木）は開演。  

●会場；JR 東静岡駅前北口 特設会場 ●電話；静岡公演事務局 054-272-0009（11/18 まで） 

★ポップサーカス 

●宇都宮公演 公演期間 2013 年 9 月 29（日）～11 月 24 日（日）   

●休演日；木曜日 ●会場；宇都宮インターパーク大テント会場 ●電話；宇都宮公演事務局 0285-55-1000 

★カンボジアサーカス～ぼくらの村～ 

日本カンボジア友好６０周年を記念して、カンボジア（PPS）が、リトルワールドに帰ってきます。 

●公演期間；201４年 9 月 14 日（土）～11 月２４日（日） 

●公演時間；土日祝 11:00/13:00/15:00 平日 11:30/14:00 ●お問い合わせ；0568-62-5611 

●休演日；火曜日 ●会場：野外民族博物館リトルワールド野外ホール(愛知県犬山市) 

*入館料のみでご覧いただけます。 

★ウルトラドリームサマーサーカス 2013 奇蹟『チューダ』 

姫路セントラルパーク恒例の秋のサーカスは、空中ブランコ、猫のサーカス、イリュージョン、空中ストラップといった、

サーカスの醍醐味を味わえる演目が集まった、迫力に満ちたエンターテイメントです。目の前で繰り広げられる妙技の

数々！ぜひお楽しみ下さい。＊入園者は観覧無料です。 ●公演期間；2013 年 9 月 14 日（土）～11 月 4 日（月） 

●公演時間；12:30／14:30  ●公演場所；姫路セントラルパーク・遊園地内「風の城」 

●休演日；毎週水曜日  ●問い合せ；079-264-1611（姫路セントラルパーク） 

★LE NOIR ～ルノア ダークシルク 2013 THE DARK SIDE OF CIRQUE～ 

昨年話題になったサーカスのひとつ、“夜のサーカス”再上陸。進化系シルク・エンタテイメントが装いも新たにやって

くる。人生を変える＜刺激＞が、ここにある。  ●公演期間；2013 年 11 月 1 日（金）～11 月３０日（土） 

●公演時間；14:00/19:00 ですが、曜日によって違いますので下記に問い合わせを。 

●公演場所；品川プリンスホテル ClubeX  ●入場料金；11,000 円から 68,000 円 

●問い合せ；0570-00-3337（サンライズプロモーション東京） 

 


